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京都ブランド・新分野開拓事業の活用事例
本会助成事業である“京都ブランド・新分野開拓事業”を平成29年度に活用し、新商品の開発や販路開拓に取組

んだ団体の事例を紹介します。

京友禅技術を活用した新商品開発と新たな販路の開拓
京都友禅協同組合

　インバウンド・アウトバウンド双方を視野にいれた外国人マーケットへのアプローチ手法を講じるために、「京
友禅技術を活用した新商品開発と新たな販路の開拓」をテーマに事業を実施。
　「調査事業」では、日本文化に関心が高く親日と言われる台湾（台北市松山文創園區）で開催されたハンドメイ
ド系雑貨展示・販売イベント ｢POP UP ASIA 2017｣（会期：平成29年11月23日～26日）に出展することに
より、来場者（消費者、バイヤー等）に向けて、京友禅加工品に対する評価・要求等の調査を実施するとともに、
現地で展開されている品目・柄・色・価格等の把握を行った。
　「試作・改造事業」では、台湾での「調査事業」の結果を踏まえ、専門家の指導のもと、今日的なライフスタイ
ルにマッチした新商品の試作・商品改良を実施した。
　本事業終了後も、国内外での展示会への出展等を通じて、外国人マーケットへのアプローチのために商品のブラッ
シュアップと販路開拓を継続予定。

【POP UP ASIA 2017　ブース展開】

お詫びと訂正
協同2018年7月号のP4（組合永年勤続優良職員表彰受賞者のみなさま）に誤りがありました。
深くお詫び申し上げますとともに、下記の通り訂正させて頂きます。
　（誤）京都府電気工事工業協同組合　⇒　（正）京都府電気工事工業協同組合
　　   吉村　朋美　　　　　　　　　　　　　 吉村　明美� （敬称略）
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特集 2018年版 小規模企業白書の概要 No.2
　前号では、小規模事業者の動向と労働生産性の推移について概観し、課題はあるものの、経常利益の緩やかな回
復や資金繰りの改善傾向の点において、経済の好循環が小規模事業者にも行きわたり始めている様子等を垣間見る
ことができた。本号は、白書の第2部「小規模事業者の労働生産性の向上に向けた取組」の中から、設備投資によ
る労働生産性の向上、並びに企業間連携による労働生産性の向上に焦点を当てご紹介する。

第 2 部 小規模事業者の労働生産性の向上に向けた取組
● 小規模事業者の設備投資による労働生産性の向上
　設備投資の現状について、足元では小規模事業者の設備投資の実施率は増加傾向にあるものの、設備投資の額は
力強さを欠いていることが確認できる。設備投資を積極的に実施している事業者は、売上高と経常利益が増加傾向
にあり、積極的な投資を実施することが、労働生産性の向上にもつながっていくものと思われる。小規模事業者に
は事業計画を立てて先を見通し、支援策も活用しながら設備投資を積極的に実施していくことが期待される。

資料：中小企業庁「中小企業実態基本調査」再編加工

図 1 設備投資実施率の推移 図 2 設備投資額の推移

図3 �直近3年間の売上高の傾向（直近3年間の設備投資実績別）

図4 �直近3年間の経常利益額の傾向（直近3年間の設備投資実績別）
資料：�三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株）「小

規模事業者等の事業活動に関する調査」（2017
年12月）

（注）  �新規投資・増産投資、省力化投資、更新投資（維持・
補修等）の3種類の設備投資の実績に対して、

　　  �　3種類の投資の少なくとも1つ以上で「積極的実
施」をしている場合を「積極的投資を行っている」、

　　  �　3種類の投資に「積極的実施」が含まれずに少
なくとも1つ以上で「消極的実施」をしている場
合を「消極的投資のみ行っている」、

　　  �　3種類の投資の全てが未実施である場合を「投
資は未実施」とした。

資料：�三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株）「小
規模事業者等の事業活動に関する調査」（2017
年12月）

（注）  �新規投資・増産投資、省力化投資、更新投資（維持・
補修等）の3種類の設備投資の実績に対して、

　　  �　3種類の投資の少なくとも1つ以上で「積極的実
施」をしている場合を「積極的投資を行っている」、

　　  �　3種類の投資に「積極的実施」が含まれずに少
なくとも1つ以上で「消極的実施」をしている場
合を「消極的投資のみ行っている」、

　　  �　3種類の投資の全てが未実施である場合を「投
資は未実施」とした。
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2018 年版「小規模企業白書」の全文は、中小企業庁のホームページでご覧になれます。
http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/H30/PDF/h30_pdf_mokujisyou.htm

　　【お問合せ先】　中小企業庁事業環境部調査室
　　　　　　　　　電話 :03-3501-1764　FAX:03-3501-1207

● 小規模事業者の企業間連携による労働生産性の向上
　一者当たりの経営資源に乏しい小規模事業者にとって企業間連携は、業務効率化及び付加価値向上の有効な手段
ではあるが、2017年12月の三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社の調査によれば、企業間連携を「実
施したことがある」と答えた事業者は約19％となっており、小規模事業者による連携が活発に行われているとは
言い難い現状がある。労働生産性との関連では、企業間連携を実施した事業者の方が労働生産性は高い傾向にある
ことが推察でき、特に異業種で連携することにより高い効果を発揮している。また、企業間連携の課題としては「取
組の効果が分からない」、「連携先の探し方が分からない」とする割合が高い。様々な企業間連携による効果を伝え、
効果的な連携先をつなげる支援があれば、小規模事業者の企業間連携が促進されるだろう。

図5 �企業間連携の実施有無別の直近3年間
の経常利益額実績

資料：�三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株）
「小規模事業者等の事業活動に関する
調査」（2017年12月）

（注）�ここでいう「実施したことがない」とは、
企業間連携の実施状況について、「実施
したことはないが、今後予定がある」、「実
施したことがなく、今後も予定はない」
と回答した者をいう。

図6 �企業間連携（同業種・異業種）の有
無別の直近3年間の経常利益額実績

資料：�三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株）
「小規模事業者等の事業活動に関する
調査」（2017年12月）

（注）�最も重視する連携の取組について、そ
の取組の企業間連携先の相手について

「同業種」もしくは「異業種」と回答し
た者について集計している。

図 7 企業間連携の課題

資料：�三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株）
「小規模事業者等の事業活動に関する
調査」（2017年12月）

（注）�1．�複数回答のため、合計は必ずしも
100％にはならない。

　　 �2．�企業間連携の実施状況について「実
施したことがなく、今後も予定はな
い」と回答した者を集計している。
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中央会NEWS中央会NEWS
京都青年中央会　第34回京都市長杯争奪ボウリング大会を開催 京都府中小企業組合士協会　第34回通常総会を開催

京都府官公需適格組合協議会　第 34 回通常総会を開催

　京都青年中央会（会長　岡野恵美）では、6月30日（土）ＭＫボウ
ル上賀茂において第34回京都市長杯争奪ボウリング大会を開催した。
門川大作京都市長には始球式をはじめ、懇親会にもご臨席いただき、
会員青年部に対して激励のお言葉をいただいた。
　次代を担う中小企業の若手経営者や若手人材を対象に、スポーツを
通じて交流し、親睦を深めることを目的としており、関係機関の参加
者を含め、延べ15団体37名が参加した。異業種の組合青年部等が福
利厚生事業でも交流することによ
り、相互の連携意識が高まり、今
後の各青年部の更なる活性化に向
けた気運づくりの一助となった。
　団体部門では京人形商工業協同
組合　青年会が優勝(連覇)、市長か
ら優勝カップと賞状が授与された。

　京都府中小企業組合士協会では、６月28日
（木）、ホテルモントレ京都において第34回通常
総会を開催した。提出された議案は全て原案通り
可決決定するとともに、新会長として、二正寺敏
夫氏（共栄企業組合　理事）が選任された。平成
30年度の事業計画では、“中小企業組合に従事す
る役職員の資質向上を図る”という「中小企業組
合士制度」の趣旨を
踏まえ、組織の拡大
強化とPR、各種研修
会を通じた育成指導、
資料収集・情報提供
事業などに取り組む
こととしている。

　京都府官公需適格組合協議会では、７月３日（火）、ホテルモントレ京都において第34回通
常総会を開催、行政関係ご来賓、組合関係者等16名が出席した。提出された議案は全て原案
通り可決決定された。任期満了に伴う役員選挙では、理事７名、監事１名が選出され、同日
の理事会において、新会長として、麻田弘史氏（京都府電気工事工業協同組合　理事長）が
選任されたほか、高畑義夫氏（京都土木協同組合　専務理事）、森本哲郎氏（京都ビルメン
テナンス協同組合　理事長）、 野宏子氏（京都測量設計協同組合　専務理事）
の３名が副会長に選任された。
　懇親会では、官公需適格組合の在り方や受発注に関する課題等について活発
な意見交換が行われ、今後協議会が一丸となって取り組みを進めていくことを
全員が確認し合うことができ、今夏の猛暑に勝るとも劣らぬ、熱気あふれる、
大変有意義な会となった。

麻田新会長の挨拶

総会風景

定員 各20名

アイシーエル人材育成研修

中央会会員様
10％OFF

￥9,720各
研
修

(

税
込
）

￥10,800

チームワーク向上！コミュニケーション研修
ハーバード流最新チーミング理論９月３日（月）　

９月１４日（金） 組織力向上！次世代リーダーシップ研修
体感するからこそわかるリーダーの役割

９：３０～１２：３０（３時間）

９：３０～１２：３０（３時間）

能力アップで 生 産 性 向 上！

二正寺新会長の挨拶
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就労環境改善サポート補助金のご案内
1 趣旨 
　長時間労働の是正等、就労環境の改善に積極的に取り組む中小企業等に補助金を交付し、府内企業の就労環境の
改善を支援
2 補助対象者・対象要件 
　京都府内に主たる事務所等を有し、京都府社会保険労務士会が実施する就労環境改善サポートアドバイザーの派
遣の結果を受けて長時間労働の是正や年次有給休暇の取得促進、就労環境改善等の取り組みを行おうとする中小企
業等（労働者災害補償保険の適用事業場であること）
　※事前に就労環境改善アドバイザーのアドバイスを受けてください。
3 補助対象経費（京都府内の事業所等において実施される取組が対象となります。）
　就労環境改善の取組に要する経費及び補助対象例
　① 就業規則等の作成・変更
　　・就業規則（正社員転換制度、パワーハラスメント・奨学⾦返済支援制度等）の整備
　　・変形労働時間制度や勤務シフト等の整備
　　・給与・賃⾦規程の整備
　② 所定外労働時間削減のための設備導⼊経費(労働時間管理適正化システムの導⼊等）
　　・就業管理システムやタイムレコーダー等の整備　等
　③ �就労環境改善のための設備導⼊（改修）経費
　　・暑熱、寒冷又は多湿の屋内作業場における、冷房、暖房、通風等の温湿度調節設備　等
4 補助上限・補助率等
　補助額上限：３０万円、補助率：２分の１以内
　※ただし、就業規則の作成・変更については、その他の規程等の作成等を含み、10万円が補助上限額となります。
5 申請期間
　前期：平成３０年５月１５日（火）～平成３０年８月３１日（金）
　後期：平成３０年１０月１日（月）～平成３０年１１月３０日（金）
　※申請される場合には、事前に京都府中小企業団体中央会へ御相談・御連絡下さい。
　※�また、補助金は予算の範囲内で交付するため、期間内であっても募集を終了すること、あるいは希望された金

額を交付できない場合もありますので、御了承願います。
　※�平成26年度若者等就労環境向上推進事業助成金、平成27年度就労環境改善助成金、平成28年度就労環境改善・

職場定着推進事業補助金、平成29年度就労環境改善サポート補助金を受給された場合は、原則受給できませ
んので、御了承願います。

　※�補助を受けられた場合、補助事業に係る経理について収支を明確にした証拠書類を整備し、当該補助事業が完
了した年度の翌年度から５年間保存してください。

6 補助対象期間
　前期：平成３０年５月１５日（火）～平成３０年９月２８日（金）
　後期：平成３０年１０月１日（月）～平成３０年１２月２８日（金）
　※�取組（事業）に係る全ての経費は、補助対象期間内に支払いを完了してください。なお、リース及びレンタル

等による支払いの場合、補助対象期間内に支払われた額のみ補助対象となります。
7 詳細についてはコチラ↓をご覧下さい。
　http://www.chuokai-kyoto.or.jp/guide/josei/cat2/post-67.html
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中小企業団体情報連絡員6月分報告より
■今後の動向に注視が必要

快晴
� DI値 40以上

晴れ
� 20〜40未満

くもり
� 20未満〜△20未満

小雨
� △20〜△40未満

雨
� △40以上

業界景況天気図 概　　　　況

全　体
5月→6月

　　
　原材料価格が高騰しているものの、価格への転嫁に苦慮している厳しい状況が窺える。また、人手不足の慢性化が多くの業界で深刻な経営課題とな
っている。働き方改革、職場環境の整備、生産性向上など各種支援策の活用により様々な取り組みが行われており、今後の動向に注視が必要である。

製造業

5月

↓
6月

繊維工業
　　

　白生地等素材の材料費が高止まり状態にある一方、受注先からの加工賃は低下傾向にあり、収益面が厳しい状況が続いて
いるとの声が組合員から寄せられている。

出版・印刷
　　

　業況、売上・受注高、販売価格、取引条件、収益状況等、各調査項目において悪化または減少となっており、依然
として厳しい経営環境下におかれている。

鉄鋼・金属
　　  

　人材不足についてはやや改善してきているとの情報がある。ただ、一部で材料費が高騰しつつあるとの情報があり、
今後の動きが気になるところである。

一般機械等
　　 　現場技能者の確保は依然厳しい状況が継続しており、工程の自動化等生産体制の見直しが必須の状況に至っている。

その他製造業
　　

　プラスチック製品製造業では、自動車関連部品をはじめ電子部品、精密機器部品、産業用機器の成形部門は持ち直しの傾
向にあるが、先行する金型部門に陰りが見える。家電部品、照明器具部品、通信機器部品等は減速、鈍化気味となった。

非製造業

5月

↓
6月

卸　　売
　　

　繊維・衣服等卸売業では、原料生糸の高騰による白生地価格の値上がりにより、仕入れの抑制、新商品不足、市場の停滞
という悪循環からなかなか抜け出せていない。

小　　売
　　

　燃料小売業では、大阪府北部地震により、府内のサービスステーションでは機器の故障などの被害が一部にあったものの、
営業に大きな影響は発生していない。

商 店 街
　　

　6月は梅雨の時期であるが比較的雨が少なく気温も高めが続いたため、夏季商品は順調に売上を伸ばしたように思
われる。外国人観光客も相変わらず多い。

サービス
　　 　旅館・ホテル業では、宿泊施設が乱立している現状に各事業者に様々な懸念があるようだ。

建　　設
　　

　設備関係(水道工事等)の職人に不足が生じている。高齢による廃業などであるが、職人の成り手がなく外国人雇用
の試みもあまり上手く行っていないようだ。

運輸・倉庫
　　

　大阪府北部地震の影響は、国内では一様に平常に戻りつつあるが、海外からのインバウンド客が今夏の日本ツアーを見送るなど、国内
以上に慎重な動きになっており心配している。また、ガソリンやＬＰＧなど高止まりのままで、経営圧迫への懸念が多いに残っている。

京都経済お天気

「靖国で会う、ということ」
会長コラム No.70

　西日本の豪雨禍、各府県の中央会でも被害が出ている。心よりお見舞い申し上げ、一刻も早い復
興を祈っています。
　実は、各地を旅行する度に気になっていたこと。もともと山国、森林の日本。自然エネルギーと
言われる太陽光発電パネルが、やたらに設置されている。ただ金が儲かるからと山の斜面を削って
設置、素人が見ても危険と思われるほどだ。
　そんな小生の危惧がまた当たった。今回の山崩れで、太陽光パネルの斜面が崩れたのだ。「根が土
を支えている木を切ると斜面は丸裸。豪雨となれば地滑りが起こり、今回の惨状が引き起こされた。」
と報じた週刊新潮の記事はタイムリー。怖い話。反原発より反太陽光パネル発電。山への新設を中
止すべき。電力会社も高く買わされ、ツケは消費者が払わされている。

　また、原発の怖い話。これは逆に放射能不安に煽られた子供たちが不必要な検査で甲状腺がんと認定され、手術までして
いるという話。子供の甲状腺がんは早期診断・早期治療をしてはいけないことが人類史上初めて科学的に証明された。子供
が成長するにつれて、このがんは消えることが明らかになり、むしろ手術で取り除くほうが、弊害が大きいとのこと。
　これらの医学の話、反原発の人たちからすれば都合の悪い話。こんな話をすれば、国や電力会社の手先と見做される。こ
れ新潮45の8月号の記事。
　「国や大会社は絶対に悪だ」と考える人たち。もう少し現実を見て、絶対と言う束縛から解放される必要があるのでは。
　さて、この暑い夏に毎年繰り返される、靖国神社参拝の話。敗戦記念日8月15日の政治家の参拝に対する同じ質問。「公人
としてですか？」
　日本のため、それこそ尊い生命を犠牲にされた人たちの霊に対して敬意を表するのが公人政治家の責務だ。
　このけしからぬ日本嫌いの人たちの声ばかり取り上げるのではなく、暑い夏、表題とした「靖国で会う、と言うこと」（税
込821円/河出書房新社　曾野綾子著）、この本で静かに考えてみてはいかがか。最高の猛暑対策をお試しあれ。
　前文「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。」
　そろそろ絶対の善なる平和を疑っては。� 会長　渡邉　隆夫
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表紙タイトル「協同」背景色は、京都府印刷（工）が京にゆかりのある名前を
付した12色を創作したうちの「貴船の川面色」です。

◆◆◆◆◆◆ 新加入会員紹介 ◆◆◆◆◆◆
※掲載につきましては、掲載のご承諾を頂いた会員及びその内容を掲載しております。
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員

会　員　名　由良川河川砂利採取事業協同組合
所　在　地　京都府舞鶴市行永東町35番地5
代　表　者　代表理事　稲生　晴茂
設立(創業)年月　平成30年6月
組合員資格　�砂利採取法の規定に基づく登録を受けて砂利採

取業を行う事業者

会　員　名　株式会社ファーマフーズ
所　在　地　京都市西京区御陵大原1番地49
代　表　者　代表取締役　金　武祚
設立(創業)年月　平成9年9月
主 な 事 業　機能性食品素材の開発・販売、通信販売事業

会　員　名　トクデン株式会社
所　在　地　京都市山科区西野離宮町40番地
代　表　者　代表取締役　北野　良夫
設立(創業)年月　昭和14年2月
主 な 事 業　�誘導発熱ジャケットロール、過熱水蒸気発生装

置（UPSS）、特殊変圧器・リアクトル等の開発・
製造・販売
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